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～～目標とする習得レベル(仕上がり像)～～

ＡＴＣ認定テキストを使用し、入門コース①で学んだ作図機能(作図コマンド～印刷まで)
に、図面を描くための便利な機能(テンプレートの作成、ブロック登録など)の設定ができる

・作図補助機能について
①スナップ、グリッド

・主な作成コマンドについて
①スプライン[SPLINE]コマンド

・オブジェクトの選択方法について
①オブジェクト選択表示
②クイック選択[QSELECT]など　その他あり

・主な修正コマンドについて
①配列複写[ARRAY]コマンドなど　その他あり

・スプライン[SPLINE]コマンド
・オブジェクトのプロパティについて

①プロパティコントロール

・計測ツールについて
①ジオメトリ計測[MEASUREGEOM]コマンド

・自動調整中心線と中心マークの作成について
①中心線[CENTERLINE]コマンドなど　その他あり

・自動調整中心線と中心マークの編集について
・ハッチングの作成について

①ハッチング[HATCH]コマンド
・ハッチングの編集について
・レイアウトの使用について

①レイアウトの基本
②ページ設定など　その他あり

・異尺度対応注釈について
①異尺度対応注釈とはなど　その他あり

・レイアウトと注釈尺度について
・図面テンプレートについて

①テンプレートとは
②図面テンプレートの作成

・印刷スタイルとはについて
・印刷スタイルテーブルの作成について
・ファイルへの出力についてなど　その他あり
・ブロック定義について

①ブロック定義とはなど　その他あり
・属性について
・外部参照について

①外部参照とは
②外部参照をアタッチするなど　その他あり

※受講生様のレベルによって、内容は若干変更に
なる場合があります。ご了承ください。

04　オブジェクトの編集

05　画層とプロパティ

06　画面の計測

07　中心線

AutoCAD入門コース②のカリキュラム

テーマ 内　容

01　基本機能

02　オブジェクトの作成

03　オブジェクトの選択

14　外部参照

08　ハッチング

09　レイアウト

10　異尺度対応注釈

11　テンプレート

12　印刷

13　ブロック
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